
＜校務利用＞ ①６年理科の授業での質問や仮説、考察のまとめ

成田市立加良部小学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A1

使用した生成AI：スタディポケット for TEACHER(GPT-4) デバイス：iPad,校務パソコン(Windows)

活用のねらいと方法
・理科の授業で、質問や仮説、考察について個々に考えた内容をフォームで提出させ、生成AIを使用してまとめる。
・理科の授業で実験結果をまとめたものをスクショし、生成AIに考察させ、子どもたちが考察したものと比較させる。
・理科の授業で仮説を立てる時に、生成AIにも仮説を立てさせ、子どもたちが考察したものと比較させる。

活用の実際と効果

〇例１：６年理科「てこのはたらき」

導入「重いものを楽に動かすにはどうすればよいか」を身の
回りの道具から考えさせたものをフォームで入力させ、出て
きた内容を生成AIでまとめた。３０名以上の意見を種類ごとに
分けてわかりやすくまとめることができた。また、時間の短
縮にもつながる。

〇例２：６年理科「水溶液の性質」

仮説「水溶液が何性かを調べるにはどうすればよいか」を
フォームで入力させ、出てきた内容を生成AIでまとめた。例１
と同様の効果が得られた。

〇例３：６年理科「ものの燃え方」

考察「ものが燃える前と燃えた後の空気には、どのようなち
がいがあるだろうか」について実験結果をスクショしたもの
を生成AIに分析させ、考察させたものと自分の考察したものを
比較させた。自分の考察に足りない部分について確認するこ
とができた。

活用していく上での課題・感想

・生成AIで分析をさせるとまだ学習してい
ないような高度な知識が混ざってくること
が多いので、その点については教師側から
補足説明をしていくことが必要であると感
じた。

・教師用の生成AIしか導入されていない状
況のため、今回は教師側で生成AIを使用し
て分析したものを提示することしかできな
かったが、子どもたち一人一人に生成AIを
導入することができれば、自分たちで生成
AIを使用して分析することができるのでは
ないかと考える。その際、生成AIで全てを
分析させてしまうと子どもたち自身で分析
する力が身についていかないのでそのバラ
ンスや使用の仕方に注意が必要であると
思った。
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